
 

 

 

 

 

 

 
 

令和５年６月２０日 発行  
 

      第１回学校運営協議会を開催 
 

北海道室蘭養護学校長 星 野 健 史  

ゴールデンウイークが終わり、コロナが５類になったことをうけて、令和５年度の学校経営重

点方策に向けた教育活動が本格的に始まりました。５月２４日（水）に第１回の学校運営協議会

を開催し、出席いただいた３名の学校運営協議会委員の方々に本校の授業を参観いただきました。  

その後、校長室で最新の特別支援教育の動向を受けて本校が今年度重点的に取り組む教育活動

のビジョンについて、意見やアドバイスをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

                     協議の様子 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■ 鈴木会長 ○ 時間をかけて、校内を見ることができた。 

児童生徒の様子や学習環境がよく分かった。 

         採光について考えられており、素晴らしい校舎であると感じた。 

      ○ 学校周辺の施設と連携した取り組みが可能ではないか。 

         中央自動車学校の協力による交通安全教室もよいのでは。 

        北海電工が完成したので重機の見学などが可能という話を聞いている。 

■ 小林委員 ○ 校長の話にあった、幸せの５つの柱※１ は、大切であると思う。 

北海道室蘭養護学校 
 コミュニティースクール 

ＣＳだより 

委員の皆様からの 

感想や意見 



        最近は、人の話を聞かない人が多くなった。 

寄り添うことや相手を否定しないことを学ぶことが必要。 

室蘭市社会福祉協議会でもボランティア講座※２ などを実施している。 

        お互いを否定しないで、家庭、地域、学校、社会が連携※３ して、 

子どもたちのよりよい人間関係を広げていってほしい。 

■ 石川委員 ○ 居住地校交流※４ は、大切な取り組みであると感じている。 

これまで行ったことのない、同じ中学校区の小学校など、 

対象を広げてもよいのではと思う。 

      ○ コロナ禍で実施できなかったプール学習が再開される。楽しみにしている。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

※１ 「幸せの５つの柱」「ＰＥＲＭＡ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ：Positive emotion「ポジティブ感情」 

  「喜び」「感謝」「安らぎ」「愉快」「愛」「希望」のポジティブな感情をもつこと 

Ｅ：Engagement「エンゲージメント」 

  没頭、没入できる体験をすること 

Ｒ：Relationship「人間関係」 

  特に家族などの親密な人たちとの関係を大切にすること 

Ｍ：Meaning「人生における意味や意義ある活動」 

  人生に意味や意義、目的を見出して行動すること 

Ａ：Accomplishment 「達成、完遂、マスター」 

  最初は達成（Achievement）の意味だけが取り上げられていました。 

近年では、何かを習得し向上させることも加味され、このキーワードが使われています。 

         【出典】金沢工業大学 心理科学研究所 PERMA モデル（Seligman,2011） 



※２ 室蘭市社会福祉協議会でのボランティア講座 

室蘭市社会福祉協議会 

〒050-0083  

室蘭市東町 2丁目 3-3 

ハートセンタービル 

TEL：0143-83-5031 

FAX：0143-47-0123  

 

 

 

 

 

 

※３ 家庭、地域、学校、社会と連携した取組（予定） 

 

 

 

小学部では、八丁平小学校５年生の児童と交流及び共同学習を行っています。近年は、直接交流する

ことはできていませんが、八丁平小学校の児童が制作した玩具や手紙を届けてもらったり、養護学校の

児童が作ったお礼のメッセージボードを届けたりする作品交流を続けています。また、公共交通機関に

乗って『きらん』や『えみらん』を利用したり、ショッピングモールで買物や外食をしたりするなどの

学習を通して様々な場所を訪れ、地域の方々と直接やりとりをするなどし、社会経験を広げています。 

中学部では、大谷室蘭高校との交流及び共同学習に長年取り組んでおり、養護学校の生徒がパラスポ

ーツを教えたり、高校生がゲームを企画してオンラインで繋げて取り組んだり、互いに考えた企画をも

とに同世代の生徒同士が交流しています。美術で制作した作品を互いに展示し感想を伝え合う活動や、

養護学校生徒が作成した雑巾を届けたり、高校生が手作りしたプレゼントを頂いて廊下に掲示したりす 

①路線バスに乗って出かける校外学習 
②大谷室蘭高校生との交流 
③外部講師による高等部「身だしなみ講座」「ANA そらぱす教室」等 
④連合町内会と連携した「コスモスロード（道道室蘭環状線）の美化運動」 
⑤福祉協議会からの依頼を受け、八丁平のバス停３か所にあるベンチの補修 
⑥近隣介護施設などにおける窓清掃や花壇の草取りのボランティア活動 



※４ 居住地校交流 

 今年度改訂された「特別支援教育に関する基本方針」の第２章「特別支援教育の充実に向けて」

の方策の三つめに「特別支援教育の質の向上」が掲載されています。この中の（３）交流及び共

同学習の充実には、現状として「居住地交流の実施回数は、学年が進行するに従い減少する傾向

がある」との分析から、特別支援学校による地域の市町村教育委員会や小・中学校などと連携し

た居住地校交流の促進や、事前・事後学習等を含めた実施方法について学校間の共通理解が課題

と示されています。今後の方向性として、共生社会の形成に向け「交流及び共同学習」の意義や

効果などを一層理解啓発すること、実施方法の工夫をすることで内容の充実を図る取組を推進す

ることとなっています。本校での取組事例を掲載しますので、小・中学校は参考にしてください。 

★昨年度の主な学習・交流内容       ★令和５年度の居住地校交流実施予定校 

学 校 名 学 級 

伊達市立伊達小学校 

伊達市立伊達西小学校 

伊達市立伊達東小学校 

伊達市立伊達中学校 

伊達市立光陵中学校 

室蘭市立旭ヶ丘小学校 

室蘭市立海陽小学校 

室蘭市立八丁平小学校 

室蘭市立みなと小学校 

室蘭市立蘭北小学校 

室蘭市立港北中学校 

室蘭市立本室蘭中学校 

室蘭市立桜蘭中学校 

登別市立登別小学校 

登別市立若草小学校 

登別市立鷲別小学校 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級 

特別支援学級 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級 

特別支援学級 

特別支援学級 

特別支援学級 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級・通常学級 

特別支援学級・通常学級 

 

る活動によって様々な関わりが生まれ、同じ地域で学ぶお互いのことを知る機会になっています。 

高等部では、大谷室蘭高校、エバーグリーンハイツ、オパール八丁平との交流及び共同学習をはじめ、

作業学習では各班で地域に貢献できる活動を計画し、近隣施設の清掃や花壇整備などに取り組んでいま

す。また、生活単元学習では、室蘭市内だけではく、遠方からもいろいろな分野の専門の方に外部講師

として来校いただき、よりリアリティのある学びを行っています。生徒は｢本物｣の職業人から「本物」

を教材として「本物」の話を聞くことで、どの授業も生き生きと参加している様子が見られます。 

このように、学校全体が地域の中に溶け込み、児童生徒一人ひとりが地域の中で育つ教育を進めてい

けるように、これからも地域の方々のたくさんのご理解とご協力をいただきながら、地域に開かれた教

育活動を実践していきたいと考えています。 

○小学校（特別支援学級）に訪問○ 
自己紹介の後、ゲームや工作の学習を行い、

休み時間にはブロック等で一緒に遊びました。
担任は「活動や環境に配慮していただいたおか
げで、本児ができることを発揮できる場面が多
く見られた。教師を介さず、自分の言葉で友達
に直接伝えようとする姿もあり、とても嬉しく
感じた。普段とは異なる環境でも頑張る姿が見
られ、とても有意義な時間になった。」と、交
流校に向けて感謝していました。 
     
○中学校（通常学級）に訪問○ 
自己紹介と学校紹介をした後、交流校の生徒

が企画運営したレクリエーションに参加しま
した。参加生徒の保護者の方も「子どものこと
を知っている子が多く、サポートをしてもら
い、楽しくレクに参加することができた。同世
代の子たちとの関わりをもつことができ、良い
刺激になったと思う。」という感想が寄せられ
ました。 
 
昨年度は感染状況に配慮しながら実施した

ため、回数が減ったり、残念ながら中止となっ
たりもしましたが、学校間で連携をとり可能な
範囲で実施しました。今後も双方にとって有意
義な交流となるよう、協力し進めていきます。 


